
    

山形県立上山明新館高等学校 

情報経営科 

 



 

 

 

 

 

 

情報経営科を詳しく知ろう！ 
 

 

→ まず、「めいしんかん」で検索し、山形県立上山明新館高等学校のページへアクセス！ 

→ 「専門学科の紹介」をクリックします 

→ 「情報経営科」をクリックします 

 

 

 

     5 つのボタン     ①情報経営科の学びと教育課程 

                  ②情報経営科の取り組みなど 

                  ③生徒の学習や活動紹介 ・・・ここを見てほしい！ 
                  ④情報経営科の便り 

                  ⑤情報経営科の卒業後の進路 

 



ビジネス基礎 2 ビジネス情報 3 課題研究 3

簿　　記 4 総合実践 2

情報処理 3 経済活動と法 3

マーケティング 3

プログラミング 3

財務会計Ⅰ 3

原価計算 3

※ 科目名の右側の数字は、単位数（時間割中の時数）です。
※ 共通履修は、クラス全員が一緒に履修する科目です。
※ 選択履修は、二択のコースの何れかを選択するものです。
（途中の変更はできません）

高校では、国語、数学、地歴公民、理科、英語、体育、家庭、芸術　などの共通教科の科目を学び、
情報経営科では、それに加え上記の商業の勉強をします。

就職に有利なだけではなく、進学にも対応できるカリキュラムになっております。

選
択
履
修

ビジネス情報管理 3

２コースのどちらかを選択

財務会計Ⅱ 3

共
通
履
修

情報経営科の学習について
山形県立上山明新館高等学校　　

第1学年 第2学年 第3学年



NO 性別 進　　　路　　　先 部　活　動

1 女 山形大学　人文社会科学部　人文社会科学科 陸上競技部

2 男 福島大学　人文社会学群　経済経営学類 ハンドボール部

3 女 東京富士大学　経営学部　経営学科 ソフトボール部

4 男 富士大学　経済学部　経営法学科 バレーボール部

5 男 会津大学　短期大学部　産業情報学科 サッカー部

6 女 山形県立米沢女子短期大学　国語国文科 演劇部

7 女 東北生活文化短期大学　生活文化学科　食物栄養学専攻 ハンドボール部

8 女 東北文教短期大学　総合文化学科 JRC委員会

9 男 山形県立産業技術短期大学校　建築環境ｼｽﾃﾑ科 ソフトテニス部

10 女 山形厚生看護学校 JRC委員会

11 女 山形歯科専門学校 JRC委員会

12 女 大原スポーツ公務員専門学校山形校 吹奏楽部

13 男 大原スポーツ公務員専門学校山形校 サッカー部

14 女 大原簿記情報ビジネス医療福祉専門学校山形校 ソフトテニス部

15 女 大原簿記情報ビジネス医療福祉専門学校山形校 JRC委員会

16 女 大原簿記情報ビジネス医療福祉専門学校山形校 書道部

17 女 大原簿記情報ビジネス医療福祉専門学校山形校 美術・イラスト部

18 女 仙台総合ペット専門学校 美術・イラスト部

19 女 東萌ビューティーカレッジ 書道部

20 男 東北電子専門学校 演劇部

21 女 東北文化学園専門学校　視能訓練士科 ハンドボール部

22 女 東北文化学園専門学校　視能訓練士科 バレーボール部

23 女 福島県高等理容・美容学院 情報処理部

24 女 山形デザイン専門学校 美術・イラスト部

25 女 テクノクオーツ株式会社（事務） JRC委員会

26 男 啓装工業株式会社（事務） ハンドボール部

27 女 山形おきたま農業協同組合（総合職） バレーボール部

28 女 天童市農業協同組合（総合職） 美術・イラスト部

29 女 株式会社ニチイ学館（医療事務） 弓道部

30 女 大桜会　特老諏訪の苑（介護） 演劇部

31 女 社会福祉法人　みゆき福祉会（介護） 邦楽部

32 女 株式会社ジョイン（会場ｻｰﾋﾞｽｽﾀｯﾌ） ソフトボール部

33 男 東和薬品株式会社（製造） 弓道部

34 男 東和薬品株式会社（製造） ソフトテニス部

35 男 東和薬品株式会社（製造） ソフトテニス部

36 女 進和ラベル印刷株式会社（後工程） 吹奏楽部

37 女 ＡＳＥジャパン株式会社（ﾏｼﾝｵﾍﾟﾚｰﾀｰ） 陸上競技部



性 進路先 部活動

1 男 進学 大学 福島大学　経済経営学類 バドミントン

2 男 進学 大学 東北学院大学　経営学部経営学科 サッカー

3 男 進学 大学 東北公益文科大学　公益学部　公益学科 バドミントン,　ＪＲＣ

4 女 進学 短大 米沢女子短期大学　社会情報学科 バスケットボール

5 女 進学 短大 東北文教大学短期大学部　子ども学科 ソフトボール

6 女 進学 短大 羽陽短期大学　幼児教育学科 弓道

7 女 進学 省庁校 山形県立産業技術短期大学校　環境建築学科 情報処理

8 女 進学 省庁校 山形県立産業技術短期大学校　環境建築学科 ハンドボール

9 男 進学 専門学校 大原スポーツ公務員専門学校山形校　国家公務員・地方公務員コース バドミントン

10 男 進学 専門学校 大原スポーツ公務員専門学校山形校　国家公務員・地方公務員コース サッカー

11 男 進学 専門学校 大原スポーツ公務員専門学校山形校　国家公務員・地方公務員コース サッカー

12 男 進学 専門学校 仙台医健・スポーツ＆こども専門学校　柔道整復科 弓道

13 男 進学 専門学校 東京IT会計専門学校仙台校　税理士コース バスケットボール

14 女 進学 専門学校 大原簿記情報ビジネス医療福祉専門学校山形校　オフィスビジネス科 ハンドボール

15 女 進学 専門学校 東北外語観光専門学校　英語科 ＪＲＣ

16 女 進学 専門学校 仙台ヘアメイク専門学校　美容本科総合コース 茶道・家政

17 男 就職 事務 KDDIエボルバ株式会社 美術・イラスト

18 男 就職 事務 KDDIエボルバ株式会社 サッカー

19 男 就職 事務 KDDIエボルバ株式会社 弓道

20 男 就職 集配 日本郵便株式会社郵便事業総本部　東北支社 バスケットボール

21 男 就職 製造 株式会社　片桐製作所 美術・イラスト

22 男 就職 製造 啓装工業株式会社 サッカー

23 男 就職 製造 ジャスト株式会社 レスリング

24 女 就職 事務 啓装工業株式会社 弓道

25 女 就職 事務 山形ダイハツ販売株式会社 演劇

26 女 就職 総合職 天童市農業協同組合 卓球

27 女 就職 製造 東和薬品株式会社 バスケットボール

28 女 就職 製造 日新製薬株式会社 バスケットボール

29 女 就職 サービス かみのやま温泉あづま屋 ＪＲＣ

30 男 南陽市役所（行政） サッカー

31 男 自衛官　一般曹候補生 ＪＲＣ

32 男 自衛官  自衛官候補生 サッカー

種　類

公務員

公務員

公務員



02 情報経営科 通信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和２年度が始まったが、世界は混迷を極める状況であり、回復の兆しも得ることができない。しかし、

生徒諸君には、あえて、平常（いつも）と同じく伝えたい言葉がある。 

 「自己の潜在能力」は無限であると心得よ。 

佐藤 睦
よし

浩
ひろ

 校長は、着任して直ぐに、我々に対し、「生徒自身が自己の可能性に線を引かないように指導

せよ」と訓示された。「もうダメだ」、「もう無理だ」という心のつぶやきは、当然のことながら自身の前進

を停止させてしまうからだ。アスリートは、｢日々、自己の限界を超えるための挑戦を積み重ねている｣と

いうイメージは分かりやすいであろう。 

辛いとき、苦しいときこそ「 」※で、自己の向上を目指していこう。 

高校３年間は、地中に根を伸ばす大切な時期である。どのように根を張るか、伸ばすかで、咲く花の色

や形、大きさ等が変わるのではないだろうか。 

天台宗 大阿闍梨の酒井雄哉 師は、「一日一生」という言葉を残した。日々を懸命に過ごす、時間を大切

にするということを私たちは共有しなければならない。 

※経済学者アルフレッド・マーシャルの言葉「冷静な頭脳を持ちなさい。ただし、温かい心情も持ちなさい」という意味 

 今年度、４０名の新入生を迎えた。学年の枠組みを超えて結束しよう。チームワークで、お互いに高め

合うということを目指そう。 

 生 徒（114名） 

 男 子 女 子 合 計 

第１学年 １６ ２４ ４０ 

第２学年 １３ ２６ ３９ 

第３学年 １１ ２４ ３５ 

 職 員（6名） 

氏 名 校務分掌 担当授業 

樋口 斉 情報経営科長 ビジネス基礎 マーケティング 財務会計Ⅱ 課題研究 総合実践 

江口 理博 保健課 簿記 ビジネス情報 財務会計Ⅰ 課題研究 ビジネス情報管理 

山口 久美子 １年６組 担任 芸術（音楽） 

永岡 誠 ２年６組 担任 ビジネス情報 財務会計Ⅰ 原価計算 財務会計Ⅱ （普）情報処理 

夛田 万喜博 ３年７組 担任 情報処理 プログラミング 経済活動と法 課題研究 総合実践 

荒木 淸人 教務課 情報資産管理 
情報処理 プログラミング ビジネス情報管理 課題研究 総合実践 

（普）情報処理 

 

R2.4.15 



 

情報経営科   

 
１ 目 的 

(1) 同じ学科で学ぶ者同士が一堂に集うことを通して、学年の枠をこえた生徒間の意思の疎通を

図るとともに、互いの連帯感などを培う。 

(2) それぞれの学年で学んだ学習や体験の成果を発表することを通して、生徒自身のプレゼンテ

ーション能力と、人の話を聞く態度を培う。 

(3) 学期に１回（年度計画）実施することにより、学校生活における学期のビジョンや自分の取り

組みなどについて考えさせる機会とする。 

 

２ 内 容 

(1) 日  時 平成３１年４月１２日（金）５校時 13：30～14：20 

(2) 場  所 ３階 多目的視聴覚室 

(3) 対象生徒 情報経営科 １～３年 

(4) 次  第  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

(5) その他 

    進路状況について・・・たよりを参照し、自分の目標を確固なものに。 

                          進行：髙橋摩利愛（３年） 

 

１．開会 

 

２．校長より 

 

３．学科の特長について 

 

４．情報経営科で学んで 

     3年（渋谷涼楓 河合明日美） 

 

５．決意表明 

     2年（須貝夏歩） 1年（鏡聖天） 

 

６．教科担当・担任の紹介 

 

７．交流会 

 

８．閉会 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


